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CEATEC JAPAN 2016
コンファレンス「AIと知財について」開催報告

内閣官房知的財産戦略推進事務局次長 磯谷桂介様か

らのご挨拶と経済産業省 商務情報政策局 情報経済課 情

報政策企画調整官 長谷弘道様による基調講演「オープン

なデータ流通構造に向けた環境整備」を皮切りに5つの

講演を行いました。

AIの機械学習の全体像について、株式会社Preferred 

Networks最高戦略責任者 丸山 宏様から「学習済モデ

ルの再利用について」と題し、ご講演いただきました。

また、株式会社UEI代表取締役社長兼CEO 清水 亮様

から、「ビジネスからみた深層学習と知的財産権」と題し、

AI開発のビジネスの現場で日々感じておられる知的財産

権に関する課題等についてご講演いただきました。

さらに、主催者としてJEITA法務・知的財産権委員会

戸田裕二 委員長による講演「AI時代の産業発展に向け

た知財上の課題整理」とJEITA法務・知的財産権委員会　

著作権専門委員会 榊原美紀 委員長による講演「柔軟性

のある規定の導入の必要性について」では、AI時代に産

業競争力を高めるために必要な知財保護とデータの利活

用の在り方について講演を行いました。

最後に衆議院議員 ふくだ峰之様よりデータの利活用

推進と柔軟な権利制限規定の導入に向けたメッセージを

いただきました。

2016年10月7日（金）に幕張メッセ 国際会議場におい

てCEATEC JAPAN 2016 コンファレンス「AIと知財

について」をJEITA法務・知的財産権委員会主催にて開催

いたしました。

AI時代に産業競争力を高めていくために競争と協調の

バランスの重要性が指摘されています。AIやIoTを最大

限に活用するためにはデータの共有と利活用が求められ

る一方、付加価値のあるAIに係る学習済モデルやノウハ

ウについては、ビジネスモデルやエコシステム等を踏ま

え、産業の発展を阻害しないよう慎重な検討が必要です。

このような問題意識の下、AI時代に産業競争力を高め

るために必要な知財保護と情報材の利活用の在り方につ

いて問題提起すべく、CEATEC JAPAN 2016におい

て、コンファレンス「AIと知財について」を開催するこ

とといたしました。

背 景

概 要

内閣官房知的財産戦略推進事務局次長 磯谷桂介様によるご挨拶

会場風景（300名近い参加者登録）

衆議院議員 ふくだ峰之様によるご挨拶

05  
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【AI時代の産業発展に向けた知財上の課題整理①】

【AI時代の産業発展に向けた知財上の課題整理②】
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